
令和5年死亡災害発生状況（7月末累計）
（規模別）

※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

1 沖 縄 建築物、構築物 機械器具設置工事業 30歳台 1～9 はさまれ・
巻き込まれ

2 沖 縄 移動式クレーン 鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業 50歳台 1～9 崩壊・倒壊

3 沖 縄 解体用機械 鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業 20歳台 1～9 激突され

4 宮 古 フォークリフト 一般港湾運送業 60歳台以上 30～49はさまれ・
巻き込まれ

5 沖 縄 石、砂、砂利 その他の土石製品製造業 40歳台 1～9 崩壊・倒壊

1月上旬

1月下旬

2月中旬

6月下旬

6月下旬

令和5年(7月末累計) 令和4年(7月末累計) 局計対令和4年比較

1.　労働者死傷病報告により作成したもの。  4. 交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
2.　被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。  5. 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
3.　｢▽｣は減少を示す。  6. その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋ ﾙ゙ﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

（注）
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令和5年業種別署別労働災害発生状況（7月末累計）

機械式駐車場の設置工事において昇降モーターの駆動チェーンの調整作
業を行っていたところ、駆動チェーンが歯車から外れパレットが落下し、歩廊
にまたがって別作業をおこなっていた被災者が挟まれたもの。
移動式クレーン（トラック積載型クレーン）を使用してつり上げ作業を行って
いたところ、移動式クレーンの旋回体の根元部分が破断したことによりジブ
が倒壊し、被災者を直撃したもの。
解体用ニブラを装着した車両系建設機械で、スリングを通した足場板をニブラ
に引っかけて吊り上げ、積載型トラッククレーンに荷卸しをしようとしていたとこ
ろ、車両系建設機械が転倒し、機械とトラックとの間に被災者がはさまれたもの。
フォークリフトを使用してトレーラーからコンテナの荷卸し作業を行っていた
ところ、フォークリフトの後方にいた労働者が、後進したフォークリフトに巻
き込まれて被災したもの。
被災者が鉄製アングルに立てかけられた石板（重量約３００ｋｇ/枚）を重機に
より持ち上げるため、吊り上げ用クランプを固定する作業の際、鉄製アング
ルが破損し、石板約３５枚が被災者の上に倒れ、はさまれたもの。
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厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

トラックでの荷役作業時における 
安全対策が強化されます。

労働安全衛生規則（以下「安衛則」といいます）が改正され「昇降設備の設
置」「保護帽の着用」「テールゲートリフターの操作に係る特別教育」が義務
付けられました。
特別教育については令和6年 2月から、それ以外の規定は令和5年 10月
から施行されます。

改正のあらまし

昇降設備の設置及び保護帽の着用が必要な貨物自動車の範囲が拡大されます1

テールゲートリフターを使用して荷を積み卸す作業への特別教育が義務化されます2

これまで最大積載量 5トン以上の貨物自動車を対象としておりましたが、新たに最大積載量 2トン以上 
5トン未満の貨物自動車において、荷役作業時の昇降設備の設置及び保護帽の着用が義務づけられます 
（一部例外あり）。

テールゲートリフターの操作者に対し、学科教育 4時間、実技教育 2時間の安全衛生に係る 
特別の教育を行うことが必要になります。

運転位置から離れる場合の措置が一部改正されます3
運転席から離れてテールゲートリフターを操作する場合において、原動機の停止義務が除外されます。 
なお、その他の逸走防止措置は引き続き必要です。

昇降設備、保護帽の設置義務の範囲が拡大されます1

●昇降設備について（安衛則第 151条の 67関係）

荷を積み卸す作業を行うときに、昇降設備の設置義務の対象となる貨物自動車について、最大積載量
が 5トン以上のものに加え、2トン以上 5トン未満のものが追加されます。
「昇降設備」には、踏み台等の可搬式のもののほか、貨物自動車に設置されている昇降用のステップ等
が含まれます。なお、昇降用ステップは、できるだけ乗降グリップ等による三点支持等により安全に
昇降できる形式のものとするようにしてください。

○：現行の規則、●：新設、△：望ましい措置

2t 未満 2t 以上 5t 未満 5t 以上 備 考

床面から荷の上
又は荷台までの
昇降設備の設置

△ ● ○
高さ1.5mを超える箇所で作業を行うときは、安
衛則第 526 条第 1項の規定に基づき、原則とし
て昇降設備の設置が義務付けられています。

※荷の積み卸しを伴わない作業については、陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドラインにおいて、昇降設備の設置や墜落・転落の危険
のある作業において保護帽を着用することとされています。

【テールゲートリフターをステップとして使用する場合の留意事項】

●保護帽について（安衛則第 151条の 74関係）

荷を積み卸す作業を行うときに、労働者に保護帽を着用させる義務の対象となる貨物自動車について、
最大積載量が 5トン以上のものに加え、以下のものが追加されます。

①最大積載量が 2トン以上 5トン未満の貨物自動車であって、荷台の側面が構造上開放されているも
の又は構造上開閉できるもの（平ボディ車、ウイング車等）。

②最大積載量が 2トン以上 5トン未満の貨物自動車であって、テールゲートリフターが設置されてい
るもの（テールゲートリフターを使用せずに荷を積み卸す作業を行う等の場合は適用されません）。

保護帽は、型式検定に合格した「墜落時保護用」のものを使用する必要があります。
○：現行の規則、●：新設、△：望ましい措置

2t 未満 2t 以上 5t 未満 5t 以上 備 考

墜落による危険を
防止するための
保護帽の着用

△
● 

（上記①②） ○
高さ2m以上の箇所で作業を行うときは、安衛則
第 518 条の規定に基づき、墜落による危険を防
止するための措置を講じる必要があります。△ 

（上記以外）

※荷の積み卸しを伴わない作業については、陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドラインにおいて、昇降設備の設置や墜落・転落の危険
のある作業において保護帽を着用することとされています。

R5.10.1
施行

テールゲートリフターを
昇降設備として使用する
場合は、中間位置で停止
させてステップとして使
用してください。

原則として、テールゲート
リフターの昇降時には、労
働者を搭乗させてはいけま
せん。

※詳細についてはメーカー
取扱説明書をご参照くださ
い。

テールゲートリフターを使用して荷を積み卸す作業への
特別教育が義務化されます2

荷を積み卸す作業におけるテールゲートリフターの操作※の業務を行う労働者に対し、以下の科目、
時間について特別教育を実施する必要があります。
また、特別教育を行ったときは、事業者において受講者、科目等の記録を作成し、3年間保存する
必要があります。
※「テールゲートリフターの操作」には、稼働スイッチの操作のほか、キャスターストッパー等を操作すること、昇降板の展開や格納の操作を行うこ
と等が含まれます。

科 目 範 囲 時 間

学科教育

テールゲートリフターに
関する知識

・テールゲートリフターの種類、構造及び取扱い方法
・テールゲートリフターの点検及び整備の方法 1.5 時間

テールゲートリフターによる
作業に関する知識

・荷の種類及び取扱い方法
・台車の種類、構造及び取扱い方法
・保護具の着用
・災害防止

2時間

関係法令 ・労働安全衛生法令中の関係条項 0.5 時間

実技教育 ・テールゲートリフターの操作の方法 2時間

【一部省略できる者】
①施行の日時点において 6月以上の業務従事歴を有する者は以下の時間とすることができます。
テールゲートリフターに関する知識⇒ 45 分以上で可　　テールゲートリフターによる作業に関する知識⇒省略不可
関係法令⇒省略不可　　テールゲートリフターの操作の方法⇒ 1 時間以上で可

②「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」に基づく教育を実施した者は以下のとおり省略できます。
テールゲートリフターに関する知識⇒省略可　　テールゲートリフターによる作業に関する知識⇒省略可
関係法令⇒省略不可　　テールゲートリフターの操作の方法⇒省略不可

③陸上貨物運送事業労働災害防止協会による「ロールボックスパレット及びテールゲートリフター等による荷役作業安全講習会」を受講した者は 
以下のとおり省略できます。
テールゲートリフターに関する知識⇒省略不可　　テールゲートリフターによる作業に関する知識⇒省略可
関係法令⇒省略不可　　テールゲートリフターの操作の方法⇒省略不可

※その他詳細については最寄りの労働基準監督署あてお問い合わせください。

R6.2.1
施行

運転位置から離れる場合の措置が一部改正されます3

走行のための運転位置とテールゲートリフター等の操作位置が異なる貨物自動車を運転する場合に
おいて、テールゲートリフター等を操作し、又は操作しようとしている場合は、原動機の停止義務
の適用が除外されます。なお、ブレーキを確実にかける等の貨物自動車の逸走防止措置については、
引き続き義務付けられることにご留意ください。また、逸走防止の観点から、可能な範囲で原動機
も停止するようにしてください。

R5.10.1
施行

（7）昭和 48 年 10 月 6 日 第三種郵便物承認（毎月 1 回 1 日発行） 2023 年 9 月 1 日 発行

那覇支部安全衛生部会「安全衛生勉強会」を開催那覇支部
通信

　那覇支部安全衛生部会は、７月２７日（木）に沖縄産業支援センターにて、那覇労働基準監督署の安慶名秀樹署長
と児玉明紀安全衛生課長を招いて「安全衛生勉強会」を開催いたしました。
　上間安全衛生部会長の開会あいさつの後、安慶名那覇監督署長から
は、来賓挨拶と労働災害の発生状況についての説明がありました。
　全国的には、死亡者数は平成２９年以降減少傾向を維持しており、休
業４日以上の死傷者数も長期的には減少傾向にあるが、近年は増加傾
向にあり、昨年は平成１４年以降で過去最多となりました。沖縄県内も
同様に増加傾向にあり、要因の一つとして高年齢者の労働災害が多い
ことがあげられる旨の説明がありました。
　安全衛生の関する勉強会として、児玉安全衛生課長から第１４次労働災害防止計画における重点事項ごとの具体
的に取り組むべき事項についての説明がありました。また、「足場からの墜落防止措置の強化」や「トラックの荷役作
業時における安全対策の強化」に係る安全衛生法改正、沖縄労働局独自の取り組みである「沖縄県建設業Safe－
Work運動」、「うちなー健康経営宣言」等の説明もありました。
　意見交換では、足場の点検時における点検者の指名、転倒災害などについての質問や意見交換が行われました。

開催日時：　
開催場所：

令和5年10月13日（金）14：00～　
ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城（那覇市）

※大会のプログラム冊子への協賛広告を募集していますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

令和5年度 について『沖縄県産業安全衛生大会』

特別講演：

事例発表：

（一社）日本刑事技術協会　上席コンサルタント　森　雅人

1　安全関係　フジテック（株）沖縄支店　支店長　原田　篤氏
2　健康経営　興南施設管理（株）　常務　屋良　一寿氏

サイバー担当元刑事が教える‼　「進化・凶悪・広域化する犯罪とその対策」
～新たな犯罪への「備え」できてますか？～

大会冊子サイズ
発行部数
申込期限
申 込 先

広告掲載料金A４版
500部（大会参加者へ配布）
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9月11日（月）までにデータ入稿
（一社）沖縄県労働基準協会 業務管理部 総務
☎ 098-868-2826
✉️info@okinawa-roukikyo.org

広告サイズ 料　金種　類
4万円
3万円
2万円

縦25㎝×横17㎝
縦12㎝×横17㎝
縦　6㎝×横17㎝

①
②
③

1ページ
1/2ページ
1/3ページ

那 覇 地 区
中 部 地 区
北 部 地 区
宮 古 地 区
八重山地区

9月 7 日（木）
9月 6 日（水）
9月13日（水）
9月 7 日（木） 
9月 6 日（水）

沖縄産業支援センター
沖縄市産業交流センター
北部会館
宮古島市中央公民館
石垣市民会館

令和5年度　各地区令和5年度　各地区
「労働衛生管理推進大会」

の日程


